
 
 
 
 
 
 
 

第 1415 回例会 17 年 9月 26 日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング   「それでこそロータリー」 
３．出席報告  

会員総数 69 名 出席者数 53 名 出席免除会員 2名 

  出席率 79.10％ 前回修正出席率 83.58％ 

 

４．会長スピーチ         会長 塩崎博司 
 
 皆様今日は、暑さ寒さも彼

岸までと云われますが、今年

の夏の暑さもやっとおさまり

そうです。 
 ３日、国際奉仕 深谷さん、

１０日、ロータリー財団 中

尾さん、１７日、青少年交換 

西川さん、１８日、米山記念奨学会 田村さん、ご多

忙中それぞれ委員長会議出席ご苦労さんでございま

した。それぞれの委員会報告宜しくお願い致します。 
 アメリカ南部をおそったハリケーン、リタ今回は大

きな被害もなくすんだようで安心致しましたが、前回

のカトリーナーの被害について地区からの見舞いの

要請が来ておりますので、理事会に諮りましたところ

承認されました。何かと出費のかさむ折りですが、ご

協力の程お願い申し上げます。 
 本日の卓話は前回に続き、企画、講演、イベント関

係担当の小椋さん、広報、記録関係担当の寺下さん、

会場案内関係担当の岩井さん、大会関係行事の宮田貞

三さん、記念ゴルフ大会の大沢さんの５人にして頂き

ます。宜しくご静聴お願い致します。 
 
５．幹事報告 

○メーキャップ 

・和歌山ＲＣ    花畑重靖君     9/13 

・和歌山東南ＲＣ  中村雅行君     9/21 

○例会臨時変更 

 和歌山南ＲＣ 10月 14日（金）→10月 14日（金） 
18:30～  ウェルサンピア和歌山 
（和歌山城南ＲＣとの合同例会） 

ガバナー公式訪問 

 和歌山西ＲＣ 10 月 19 日（水）→10 月 19 日（水） 
18:00～    ラヴィーナ和歌山 

 
６．委員長報告 
○青少年交換委員会       山名正一 委員長 
会員選考会に出席しました。 

 
７．会員卓話          
地区大会各会長報告 

 
８．次回例会 

第 1416 回例会 平成１７年１０月３日（月） 
18：30～ 海南商工会議所４F 

 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 
花畑重靖君  海南文化協会（文）在中。 
辻 秀輝君  うれしいことが「３つ」ありました。 
上芝良造君  猟犬コンクールに参加。優勝しました。 
林 孝次郎君 留学生の家族一同（１０名）宿泊。 
木地義和君  孫が岡田先生にお世話になりました。 
塩崎博司君  孫が家に来てくれました。 
 
 
 
 
 
 
インドネシアのロータリアン、子供

2,400 万人のポリオ防疫支援 
インドネシアで 8 月 30 日と 31 日に実施された国

内統一防疫日（NIDｓ）で、約 2,4000 万の子供に経

口ポリオ ワクチンが投与されました。目標にした子

供達に接する為に 75 万を越す保健関係者とボランテ

イアが戸別訪問と、国内の 6,000 余の島嶼に設けられ

たワクチン投与所に配置されました。 
”全部で 32 州の中の 15 州で 2,000 人を越すロータ

リアンが NIDｓに参加しました”と 1,002 のロータリ

ークラブを含む D3400 のリテイエリアテイナ（Ritije 
Rihatinah）直前・地区ガバナーでインドネシアの 

ポリオプラス委員会委員長が述べ、”各クラブは 20 の

防疫所を管理し、ロータリアンとボランテイアには T
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シャツを、子供には風船を渡し、子供の集合を助け、

WHO が特別に企画した調査に協力しました”と語り

ました。インドネシアで実施されたものとしては、最

大規模の、このキャンペーンは、2005 年 3 月に西部

ジャワで 20 ヶ月の子供が、ポリオに罹り、それの拡

大を阻止する為のものです。ポリオ ウイルスは其の

後にバンテン（Banten）、中部ジャワ、ジャカルタ、

ラムパング（Lampung）、西ジャワへ拡がり、過去

10 年間、ポリオの無かったインドネシアに衝撃を与

えました。他の全地域への伝染を防ぐ為に、この NID
ｓには隣国の香港、マレーシア、シンガポールとタイ

国からロータリアンが参加しました。WHO の研究所

で病理学的にポリオ菌の発生源を調査したところ、ナ

イジェリアで 2003 年に発生してアフリカと中近東の

19 ヶ国に拡がったポリオと同一である事が判りまし

た。現在、ポリオの無い、他のアジア 太平洋地域に

ポリオ菌侵入の危険防止の為に、世界ポリオ撲滅イニ

シアテイヴが財政と技術の両面からインドネシアで

の防疫拡大を支援しており、インドネシア政府はポリ

オ再発防止とウイルスの国際的拡散阻止の努力を約

束しました。ポリオ撲滅イニシアテイヴの先駆者で重

要メンバーである国際ロータリーは人口 2 億 4,000
万を越すインドネシアでのこの非常事態に対処する

為に米貨 25 万＄を拠出しました。リアテイナ PDG
によると”地元のロータリアンは、今度の防疫作戦で、

対象になる子供の 95 パーセント以上の参加を目標に

してをり、若しも目標を 100 パーセント達成出来れ

ば、我々の緊急対策でポリオウイルスが他のアジア諸

国へ伝染する可能性を非常に低くすると思います”と
語りました。”全部の子供に連絡するのは大変な事で、

連絡には多大の努力が必要で、両親の説得も重要で

す”とユニセフのアランコート（Alan Court）補給部

長が語り、”インドネシアの子供を保護し、地域の子

供を保護するのが、ポリオの無い世界実現への道で

す”と付け加えました。ポリオの無い数カ国で、ポリ

オが再発しましたが、世界のポリオ菌保有国は次の６

ヶ国です。アフリカのエジプト、ニジェール、ナイジ

ェリア、南アジアのアフガニスタン、印度、パキスタ

ンです。 
 

9100 地区がニジェールの飢餓 
”フアヤラ（Fajara）ロータリークラブの名誉会員

でもある、ガムビアのヤヤジャメー(Yahya Jammeh)
大統領がニジェールへの飢餓救済支援の呼び掛けに

応えて 1,000トンの米を寄付しました”とD9100のニ

コラスマンカス委員長が報じ、”この地区には、ガン

ビアとニジェールを含む１４の国があり、これは大き

な支援であると同時に、ロータリーがニジェール飢饉

救済努力の一部である事を示します”と語りました。 
マンカス委員長によると、ドイツのロータリークラ

ブからが協同で、12,000＄有余の救援金を送ってきて

おり、イギリスのクラブからも、ニジェール危機委員

会へ 1,700＄の送金がありました。 
更に、国連人口基金から、食糧、保健用品、医薬品、

特殊防蚊網等の購入用にと、25,000＄が贈与されまし

た。国連発行の 2005 年度、人的開発年次報告書によ

ると、ニジェールは、世界の 177 ヶ国の中で、最も

貧しい国で、種々な点で最下位に在り、国民の平均寿

命は 46 才です。支援に関する追加情報は RI のウエ

ブ、WCS を御覧下さい。 
 

アフリカで 3,400 万人を対象にポリオ

防疫 

世界ポリオ撲滅イニシアテイヴが一度はポリオを

駆逐した地域へポリオ菌の再侵入阻止の為に 9 月と

10 月に東アフリカ全土で大規模な防疫作戦を実施す

ると発表しました。7 月末にソマリアで 17 ケ月の子

供のポリオ罹病が確認された事がきっかけになり、8
ケ国の 3,400 万を越す子供達を対象にして行う事に

なりました。固定した行政機構も存在せず、中央政府

も動いていないソマリアで、ポリオ撲滅は特別優秀な

例として報ぜられておりましたが、中央政府不在がポ

リオ発生の原因なようです。 
”ソマリアのような国では、子供達に接触すること

は困難です。理由は色々あり、治安が悪い事、人口の

移動、弱い防疫態勢、等々が危険を増大します”と
WHO のスポークスマン、オリヴァー・ローゼンバウ

アー（Oliver Rosenbauer）氏が AP の記者に語り

ました。 
WHO の世界ポリオ撲滅計画連絡官のブルース 

アイルワード（Bruce Aylward）氏が新聞記者に”
東北アフリカ地域での防疫キャンペーンは、当初に考

えていたよりも急を要する事態です”語りました。 
グローパルポリオ撲滅イニシアテイヴを推進して

いる所属団体は 9 月 13 日の新聞発表で、”紅海を渡っ

てエチオピアとイェーメンに伝染したのがソマリア

に侵入する恐れが在るので、拡大防疫体制を樹立し

た”と発表しました。 
この発表によれば、ビル・アンド・メリンダ・ゲイ

ツ財団（Bill and Melinda Gates Foundation）と EU
を含む他の寄付者が今度の防疫用資金への大口寄付

者です。国際ロータリーは東アフリカとイェーメンの

防疫活動を継続して支援します。コンゴ民主共和国、

ジブチ（Djibouti）,エリトリア（Eritrea）、エチオピ

ア、ケニア、ソマリア、スーダン、イエーメンが今度

の防疫キャンペーンの対象になっております。 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


